




















1 はじめに 

昭和 52 年 10 月より市町村主体の 1才 6ヵ月児健康診査全国レベル実施にあたり、本県も

厚生省パイロット研究班参加の指定をうけたのを機に、母子保健事業市町村レベル対応に

ついて、農村地域の健診システム確立を目的に、10町村をパイロット地区とし、3カ年計

画をたてた。最終年にあたり、本年の状況を主に、3カ年のまとめとする。 

以下、A、行政的に実施に際しての問題点の把握(69 市町村アンケート実態調査)、B、10

パイロット町村の具体的健診状況、C、健診方法の検討(研究附加事業)を通し、行政的に行

うスクリーニングの実際に視点をおきのべる。 


